
























































































































































































































































・経験を用いた内容 ・内容と設定、構成 ・目的・意図と技 ・テクストの表現
のおおよその理解 との関係の検討 法の対象への効 する価値観や文
・映像メディアの基 ・テクストの形式と 果の吟味、評価 脈の吟味、批評
礎的構成要素の理 ジャンルの区別 ・強調と省略 ・社会・文化的な
解（色・形等） ・広告の基礎的要素 ・異メディア間の 背景（世代・性
・人物・物・場の設 の理解 比較と変換 差・民族・信
定等の識別と選択 ・表現技法とその効 ・ステレオタイプ 条・態度等）の
（動作・服装・表 果（カメラアング とバイアスの検 吟味、批評
情等） ルやショットとイ 討、吟味 ・各メディアの影
・簡単な展開と順序 メージ、ムード等） ・全体構成と場面 響力の吟味
・現実と映像テクス ・対象視聴者の検討 の関係 ・制作・流通過程
トとの区別と、異 ・メディアの種類と ・音の相乗効果 の分析、吟味
同の意識化 特徴・用途の比較
2－5　我が国の国語科との関連を考慮した学習内容
　本節では、前節までに確認した枠組み・内容の整理を基に、さらに我が国の国語科学
習指導要領の他領域の内容との関連を検討して、学習内容を整理してみる。実際に授業
化する際には、同学年の国語科の学習内容との横の関連が重要になってくると考えられ
るからである。
2－5－1
　まず、小学校低学年の内容について、関連性を検討してみる（カナダやWA州のカリ
キュラムでは、我が国の学習指導要領の記述方法とは異なり、学習の結果到達すること
が望ましい「到達点」がoutcome表示で記述されている。したがって、それに沿って
記述の文体も変更することにする）。
　小学1、2年の我が国の国語科・「読むこと」領域には、「時間的な順序、事柄の順
序」という文言が、また「話すこと・聞くこと」領域にも「事柄の順序」という文言が
記載されている。したがって、この内容との横の関連性を考えて、次のような当該内容
を組み込む必要が考えられる。「5．映像相互の関連を、時間的順序、事柄の順序（因果
関係等）を考えて並べたり理解したりすること」。また、同低学年では、「場面の様子」
や「必要な事柄を集めること」等の記述もある。そこで、これらの内容と関連づけて、
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下の四角内3や7の内容も組み込む必要が考えられる。このようにして、我が国の学習指
導要領に合うように抽出、再構成した低学年の当該学習内容が、次の内容である。
〈低学年の国語科で扱うべきビジュアルリテラシー〉
1
2
3
4
5
6
7
Q
O
Q
ゾ
映像メディアを構成している諸要素（色、形、大きさ等）を、分析的に意識化
すること。
映像メディアにおける中心的な登場人物や、物を、（動作、服装、表情などの特
徴で）識別すること。
描かれている（写されている）場面の様子を、自分の経験を用いて、読み解く
こと。
複数の連続した映像（静止画・動画）の大体の内容を、物語についての知識を
用いて、理解すること。
その際、映像相互の関連を、時間的順序、事柄の順序（因果関係等）を考えて
並べたり理解したりすること。
映像メディアの種類の違いを、その形態や特徴を用いて区別すること（アニメ
ーションと実写、雑誌と新聞等）。
映像テクストは、ある意図の下に選択されているということに気づくこと。
好きな番組や作品について、その特徴や好きな理由を述べること。
実生活と映像メディアで、描かれた内容について、それぞれの共通点・相違点
を理解すること。
2－5－2
　次に、小学校中学年の内容について、他領域の学習内容との関連を検討して整理して
みる。中学年では、「話すこと・聞くこと」「読むこと」において、話の「筋道」や「段
落相互の関係」という文言が出てくる。したがって、先に整理した第二段階から、「関
係・構成」の内容を組み込む必要が考えられる。また、同中学年の学習指導要領では、
「相手や目的」「人による感じ方の違い」という文言が記載されている。したがって、同
じ先の第二段階から、「対象とする視聴者の検討」に関する内容も組み込む必要が考え
られる。このようにして吟味した内容が、下記の内容である。
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〈中学年の国語科で扱うべきビジュアルリテラシー〉
1
9
山
3
4
5
6
7
8
9
いろいろな種類の映像メディアに興味を持って見ること。
複数の連続した絵や写真、動画を、相互の関係や筋道に注意して理解したり、
構成したりすること。
映画やテレビでは、異なったジャンルであると同定するための特徴があること
を知ること（例えば、語り方や服装、構成の違い等）。
映像メディアにおいて、メッセージを相手や目的に応じて効果的に伝えるため
に、どのような工夫（アングル、ショットの種類、つなぎ方）がされているの
かを理解すること。
映像メディアの構成要素を検討することによって、対象としている視聴者を検
討すること。
時間の長さや、現在・過去未来といった時間軸を、映像メディアで使われるテ
クニックによって操作できることを理解すること。
キャプションや見だし等が、映像メディアの意味の構築に果たす役割を理解す
ること。
映像テクストについて、自分なりの感想を、テクストから根拠をつけて述べる
こと。
広告の基本的な要素（色使い、イラストや写真の役割、キャッチコピーの効果
等）について理解すること。
2－5－3
　最後に、小学校高学年の内容について、他領域の学習内容との関連を検討して整理し
てみる。高学年では、「書くこと」領域に「目的や意図に応じた効果」という文言があ
る。したがって、先に示した第三段階から、下の四角内1、2、3、8の内容を組み込む必
要が考えられる。また同高学年では、「全体を見通して」や「優れた描写や叙述を味わ
う」といった内容も記載されている。そこで、この内容に対応した下の四角内6の内容
を組み込む必要が考えられる。このようにしてまとめたのが、下記の四角内である。
〈高学年の国語科で扱うべきビジュアルリテラシー〉
1　映像メディアが、どのような意図や考え、立場に基づいて制作されているのか
　　を理解すること。
2　そのために、どのようなショットやアングルが選ばれ構成されているのか、そ
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」
4
5
ρ
0
7
σ
8
Q
ゾ
の効，果を検討・吟味すること。
またそれらが、対象とする視聴者に効果的であるかどうかも吟味すること。
異なるメディア間での特性の比較検討や変換をすること。
異なるメディアごとの典型的なジャンルを知ること。
全体構成との関係で、場面の設定や登場人物の言動を味わうこと。
映像メディアの効果を高めるために、いかに言語が選ばれているかを理解する
こと（使用語彙、言葉づかい、語り方等）。
編集の過程で、どのような選択、省略、強調があるのかを検討すること。
映像メディアにおけるステレオタイプやバイアスを検討すること。
おわりに
　以上、カナダ、WA州、イギリス、アメリカのカリキュラムやスタンダードを参考に、
我が国の国語科で扱うべきビジュアルリテラシーの内容と系統性を検討・整理した。今
回は初等教育段階のみということもあり、まだ試作段階の域を出ないが、以上のような
検討・整理をしてみることによって、幾点かの検討課題にも気づくことができた。その
うちの2点をまとめる形で、今後の課題としたい。
　一点めは、次の3種類の見ること相互の関連性である。①直接観察、②絵本やボスタ
ーのような静止映像テクストを見ること③テレビやDVDのような動画テクストを見る
こと。①に対して②③は、他者の意図の下に選択され構成されたテクストを見るという
点で、要求される見る力に違いがある。また、①③は「観」・「見る」という語を使用
してはいるが、実際には①は五感を使った③は聴力との相互作用による情報処理である。
これらの特性を意識した①②③の相互関連を、ことばの学習としてさらに整理したい。
　また、二点めは、受信力と発信力との関連性である。本小論では視覚的な受信力を中
心に整理する形となったが、カナダの場合のように、受信力に対応させた制作・発信力
の系統的整理も必要である。各国とも、「話す」、「書く」領域で、この「見せる」学習
内容も扱ってはいる。しかし、例えばカメラアングル等のような、今回整理した映像技
法をも利用した形で整理されているかどうかは検討する必要がある。こういった観点を
ふまえ、さらに検討・整理を進めたい。
註
1）本小論では、藤森（2003）にならって、映像メディア、文字メディアという語を一貫して用いる。
2）戦後まもない頃からの成城学園初等学校を中心とした「映画教育」の取り組み。また1970年代後半
　からの「Ei本放送教育学会・日本視聴覚教育学会等（現；日本教育メディア学会」を中心とした取
　り組みがある。「匡1語科メディア教育」全体については、井上（2003）の「El標分析表・評価表」が
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提案されている。
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